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まちの話題　　まちの話題　

農林水産業の発展を祈願　

第 39 回中種子町農林漁業祭

　

晴
天
に
恵
ま
れ
た
11
月
10

日
、
第
39
回
中
種
子
町
農
林
漁

業
祭
が
、
種
子
島
中
央
体
育
館

で
開
か
れ
、
秋
の
実
り
を
楽
し

み
に
、
た
く
さ
ん
の
人
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
農
業
振
興
に
多

大
な
貢
献
の
あ
っ
た
個
人
と
生

産
団
体
な
ど
へ
の
表
彰
の
後
、

三
浜
郷
土
芸
能
保
存
会
に
よ
る

「
北
の
町
」
が
披
露
さ
れ
、
会

場
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

お
待
ち
か
ね
の
試
食
会
や
肉

や
魚
、
野
菜
、
苗
木
な
ど
の
即

売
会
や
焼
き
芋
（
安
納
芋
）
や

豚
汁
な
ど
の
無
料
配
布
が
中
種

子
火
縄
銃
保
存
会
試
射
の
号
砲

を
合
図
に
開
始
さ
れ
、
来
場
者

は
、
次
々
に
各
試
食
の
ブ
ー
ス

や
売
り
場
を
回
り
、
目
当
て
の

品
物
を
求
め
て
い
ま
し
た
。

　

恒
例
の
牛
乳
早
飲
み
競
争
や

丸
太
切
り
大
会
、
お
楽
し
み
抽

選
会
、
賛
助
出
店
の
さ
つ
ま
町

や
鶴
田
町
（
青
森
県
）
の
ブ
ー

ス
な
ど
も
大
盛
況
で
、
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
た
く
さ
ん
の
人

が
楽
し
ん
だ
農
林
漁
業
祭
と
な

り
ま
し
た
。

　式典　三浜郷土芸能保存会による『北の町』

　みかん販売（農協青壮年部）

　丸太切競争

　カレー販売（町連合青年団）　本立て作り

　鮮魚・冷凍品・加工品販売（漁協）

　焼き芋無料配布（農協営農販売課）

　豚汁無料配布（婦人の家）

　餅まき

　農林漁業振興推進決議
山浦拓己さん、麗菜さん夫婦
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第
44
回
町
民
文
化
祭
が
11
月

２
・
３
・
４
日
の
３
日
間
（
舞

台
発
表
は
３
日
の
み
）、
種
子

島
こ
り
ー
な
で
開
か
れ
、
３
日

間
で
延
べ
約
４
５
０
人
が
来
場

し
、
様
々
な
芸
術
や
文
化
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

館
内
に
は
生
け
花
や
押
し

花
、
習
字
、
俳
句
、
絵
画
な
ど

の
力
作
が
展
示
さ
れ
、
来
場
者

が
熱
心
に
鑑
賞
を
す
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

　

舞
台
発
表
は
、
Ｃ
Ｇ
ア
ー
ト

コ
ン
テ
ス
ト
や
、
ふ
る
さ
と
の

風
景
画
作
品
展
（
14
ペ
ー
ジ
に

入
賞
作
品
を
掲
載
）、
の
表
彰

な
ど
を
経
て
、
各
団
体
の
舞
踊

や
ダ
ン
ス
、
合
唱
や
演
奏
な
ど

が
あ
り
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成

果
が
発
揮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
Ａ
Ｉ
Ｇ
高
校
生
外

交
官
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
、

米
国
へ
３
週
間
留
学
し
た
鎌
田

廉
正
さ
ん
（
種
子
島
中
央
高
校

２
年
）
が
、
体
験
し
て
き
た
こ

と
や
感
じ
た
こ
と
、
将
来
に
つ

い
て
の
体
験
発
表
に
、
会
場
か

ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

様々な芸術や文化に親しむ　

第 44 回中種子町民文化祭

　展示発表（ホワイエ）

　たねっこ合唱隊

　桜舞会

　三味線陽穂会

　さつき会

　展示発表（ロビー）

　テイストオブハニー　コールなかたね

　納官小和太鼓隊

 鎌田廉正さん『３週
間の交換留学を経て』

　油久校区こども育成会　隆柳会

　二千奈会
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第
36
回
中
種
子
町
相
撲
大

会
が
、
10
月
28
日
に
太
陽
の

里
の
相
撲
場
で
開
か
れ
、
熱

戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

団
体
戦
は
、
Ａ
・
Ｂ
ラ
ン

ク
に
分
か
れ
て
の
リ
ー
グ
戦

を
行
い
、
各
校
区
の
小
学
１

年
生
か
ら
一
般
ま
で
の
15
人

で
対
戦
。
Ａ
ラ
ン
ク
は
増
田

校
区
が
11
年
ぶ
り
の
優
勝
、

Ｂ
ラ
ン
ク
は
納
官
校
区
が
昨

年
の
リ
ベ
ン
ジ
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

個
人
戦
は
、
小
学
１
年
生

か
ら
中
学
３
年
生
と
一
般
、

選
手
権
の
部
で
頂
点
を
め
ざ

し
行
わ
れ
ま
し
た
。
力
士
が

土
俵
に
上
が
る
と
会
場
は
緊

迫
し
た
雰
囲
気
に
包
ま
れ
、

主
審
の
か
け
声
を
合
図
に
好

取
組
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
会
場
に
は
多
く
の

観
客
が
集
ま
り
、
校
区
代
表

力
士
の
取
組
に
な
る
と
「
が

ん
ば
れ
、
押
せ
」
な
ど
と
熱

の
入
っ
た
声
援
が
送
ら
れ
ま

し
た
。

団体戦成績 個人戦成績（敬称略）
A ランク 優　勝 2　位 3　位

優勝 増　田 小学１年 遠藤　啓眞 （増　田） 肥後　寿明 （納　官） 濵脇　遼馬 （野間上）
2 位 野間上 小学２年 知念　和貴 （増　田） 牧瀬　藤丸 （増　田） 森園　太一朗（増　田）
3 位 南　界 小学３年 平岩　大空 （油　久） 中﨑　歩夢 （増　田） 長田　健成 （増　田）
4 位 油　久 小学４年 近田　朔太朗（増　田） 立石　奏斗 （野間下） 赤坂　海利 （油　久）

B ランク 小学５年 德永　丈 （野間上） 鎌田　馨汰 （野間上） 中﨑　玲央 （増　田）
優勝 納　官 小学６年 福元　大河 （野間上） 長田　颯太 （増　田） 安岡　麻 （野間上）
2 位 野間下 中学１年 野平　波音 （野間下） 藤﨑　進 （野間上） 福　大雅 （野間上）
3 位 岩　岡 中学２年 鳥居　哲汰 （南　界） 住吉　閃楽 （油　久） 中村　優斗 （油　久）

※ A ランクの 4 位と
B ランクの優勝は次年
度入れ替わり

中学３年 山元　祐磨 （野間上） 岩屋　北斗 （野間上） 中川　晃希 （野間上）
一　般 浜崎　×志 （南　界） 山元　祐樹 （野間上） 石堂　拳介 （野間下）
選手権 大庭　勝太郎（野間下） 牧瀬　亮 （増　田） 牧瀬　拓也 （増　田）

A ランクは増田校区が 11 年ぶりの優勝 !!
B ランクは納官校区が優勝 !!
手に汗握る取組「第 36 回中種子町相撲大会」

 　選手権優勝　
　　　　大庭勝太郎選手
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地域おこし協力隊通信（№26）　KKB ふるさと CM 大賞で準グランプリを獲得！
　 

10
月
19
日
（
金
）
鹿
児
島
市
の

ア
ミ
ュ
広
場
で
ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大

賞
の
審
査
会
が
行
わ
れ
、
中
種
子

町
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
制

作
し
た
作
品
が
準
グ
ラ
ン
プ
リ

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
Ｃ
Ｍ
大
賞
は
テ
レ

ビ
局
が
主
催
し
、
テ
レ
ビ
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
を
通
し
て
多
く
の
方
々
に

ふ
る
さ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
い
う
企
画
で
す
。

　

通
常
の
Ｃ
Ｍ
放
映
料
は
高
額

と
な
り
ま
す
が
コ
ン
テ
ス
ト
に
参

加
し
上
位
の
結
果
を
収
め
る
と
、

無
償
で
多
く
の
放
送
機
会
が
割

り
振
ら
れ
る
と
い
う
仕
組
み
で

す
。
現
在
で
は
全
国
の
21
県
で

開
催
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、
鹿
児

島
で
は
２
０
０
２
年
か
ら
Ｋ
Ｋ
Ｂ

（
鹿
児
島
放
送
）
が
主
催
し
て
お

り
今
年
で
17
回
目
と
な
り
ま
し

た
。

　

表
彰
式
で
は
賞
状
と
楯
が
贈

呈
さ
れ
、
副
賞
の
放
送
機
会
は
グ

ラ
ン
プ
リ
に
次
ぐ
40
回
を
獲
得

し
ま
し
た
。
Ｋ
Ｋ
Ｂ
（
鹿
児
島
放

送
）
を
ご
覧
の
際
は
お
目
に
か
か

れ
る
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
の
で
、

是
非
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。

　

Ｃ
Ｍ
の
内
容
は
町
内
の
13
人

の
様
々
な
職
業
の
人
が
「
ぎ
ゅ

ぎ
ゅ
っ
！
」
と
登
場
し
、
種
子
島

の
ク
ビ
レ
部
分
に
位
置
す
る
中

種
子
町
を
印
象
付
け
る
作
品
で
、

30
秒
の
中
に
伝
え
た
い
想
い
（
先

月
号
の
広
報
誌
の
協
力
隊
通
信

に
山
村
隊
員
が
記
載
。）
が
凝
縮

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

機
会
が
あ
れ
ば
ど
う
ぞ
ご
覧

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
特
別
番
組
の
放
送
予
定

11
月
25
日
（
日
）

　

午
後
2
時
～
午
後
３
時
25
分

　

各
参
加
自
治
体
の
作
品
や
授

賞
式
の
様
子
が
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
（
松
田
）

　

10
月
20
日
か
ら
21
日
ま
で
の

２
日
間
、
２
０
１
８
種
子
島
Ａ

Ｌ
Ｏ
Ｈ
Ａ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が

開
か
れ
、
島
内
外
か
ら
多
く
の

来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
ハ
ワ
イ
か
ら
フ

ラ
ダ
ン
ス
の
指
導
者
、
ク
ム
・

メ
レ
ア
ナ
・
マ
ヌ
エ
ル
さ
ん
を

迎
え
て
の
ア
ウ
ア
ナ
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
種
子
島
中
央
体
育

館
で
開
か
れ
、
参
加
者
は
そ
の

本
格
的
な
指
導
に
、
熱
心
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夜
は
中
央
公
民
館
で

ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
が
開
か

れ
、
参
加
者
ら
は
地
元
食
材
を

使
っ
た
料
理
や
舞
台
で
の
納
官

和
太
鼓
Ｄ
ス
タ
イ
ル
や
町
連
合

青
年
団
に
よ
る
「
あ
っ
ち
ゃ
め
」

を
楽
し
み
、
最
後
は
全
員
で
よ

い
ら
ー
い
き
音
頭
を
踊
り
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

　

2
日
目
は
、
種
子
島
こ
り
ー

な
で
エ
キ
シ
ビ
シ
ョ
ン
が
あ

り
、
島
内
外
か
ら
34
チ
ー
ム
、

総
勢
２
８
２
人
が
出
場
し
、

様
々
な
目
を
見
張
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
に
、
会
場
に
訪
れ
た

人
々
の
大
き
な
歓
声
と
手
拍

子
、
そ
し
て
ス
テ
ー
ジ
と
一
体

と
な
っ
て
楽
し
む
姿
が
見
ら
れ

ま
し
た
。

風踊る島へ　2018 種子島 ALOHA フェスティバル

　左から　武田みどりさん（司会）
クム・メレアナ・マヌエルさん（指導者）　地元男性チーム「ホク・ラニ」

　アロハ・ジェネ・スタジオ　
　ミリミリクラス
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全
国
和
牛
能
力
共
進
会
団
体

優
勝
記
念
事
業
と
し
て
、
10
月

31
日
の
学
校
給
食
で
鹿
児
島
県

産
の
牛
肉
が
振
る
舞
わ
れ
ま
し

た
。

　

牛
肉
は
牛
丼
と
し
て
調
理
さ

れ
、
県
内
産
和
牛
の
美
味
し
さ

に
お
代
わ
り
す
る
生
徒
が
多
く

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

鹿
児
島
県
産
黒
牛
の
実
力
を

住
民
に
知
っ
て
も
ら
い
、
４
年

後
の
本
県
開
催
に
向
け
鹿
児
島

全
体
で
取
り
組
む
機
運
を
醸
成

し
、
地
産
地
消
に
つ
な
げ
る
事

を
目
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

地元の和牛を堪能
全国和牛能力共進会団体優勝記念事業

　野間小学校

　

中
種
子
町
隊
友
会
（
徳
永
純
会

長
）
が
10
月
27
日
に
、
自
衛
隊
へ

の
理
解
を
深
め
る
と
共
に
、
広
報

活
動
の
一
環
と
し
て
、「
海
軍
カ

レ
ー
を
食
べ
る
会
」
を
牧
川
公
民

館
で
開
催
し
ま
し
た
。
当
会
関
係

者
や
あ
か
つ
き
園
の
入
所
者
な
ど

総
勢
40
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

海
上
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
の
坂
口
悦
二

さ
ん
秘
伝
の
レ
シ
ピ
で
、
コ
ク
の

あ
る
ビ
ー
フ
カ
レ
ー
を
大
釜
で
調

理
し
、米
８
升
を
ガ
ス
釜
で
炊
き
、

お
替
わ
り
自
由
の
呼
び
掛
け
に
、

笑
顔
で
あ
っ
と
い
う
間
の
完
食
で

し
た
。

笑顔で完食
海軍カレーを食べる会

　

松
下
佳
代
さ
ん
（
浜
津
脇
）
が
、

中
種
子
町
議
会
の
同
意
を
得
て

教
育
委
員
に
就
任
（
初
）
さ
れ

ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
30
年
11
月
１
日

か
ら
平
成
32
年
10
月
30
日
ま
で

で
す
。

■
中
種
子
町
教
育
委
員
名
簿

冷
水　

精
子
（
上
方
）

新
郷　

正
男
（
横
町
）

松
下　

佳
代
（
浜
津
脇
）

松下佳代さんが教育委員に就任
中種子町教育委員会

交通安全標語コンテスト優秀賞受賞
種子島地区安全運転管理協議会主催

　

交
通
安
全
標
語
コ
ン
テ
ス
ト
で

野
間
小
学
校
か
ら
６
人
が
優
秀
賞

を
受
賞
し
10
月
４
日
に
校
長
室
で

授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
６
人
の
標
語
は
、
交

通
安
全
の
ポ
ス
タ
ー
や
種
子
島
警

察
署
前
の
電
光
掲
示
板
な
ど
に
活

用
さ
れ
ま
す
。

　左から（敬称略）田上響己・西尾菜々実・
　川下梓恩・東咲彩・南郁那・鎌田さくら



まちの話題　

7　広報なかたね 2018.12 月号

　まちの話題　

　

10
月
初
旬
か
ら
行
わ
れ
た
自
衛

隊
訓
練
の
期
間
中
に
本
町
出
身
の

牧
瀬
孝
幸
さ
ん
が
町
長
お
よ
び
議

長
へ
表
敬
訪
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

牧
瀬
さ
ん
は
古
房
集
落
の
出
身

で
中
種
子
高
校
を
卒
業
後
に
防
衛

大
学
へ
入
学
、
自
衛
隊
で
30
年
間

の
キ
ャ
リ
ア
を
歩
み
、
現
在
は
陸

上
自
衛
隊
水
陸
機
動
団
の
連
隊
長

（
１
等
陸
佐
）
に
就
任
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

表
敬
で
は
、
牧
瀬
さ
ん
か
ら

日
々
の
訓
練
内
容
や
現
在
の
職
務

な
ど
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
ま

し
た
。

訓練の成果を故郷で報告
水陸機動団　第１水陸機動連隊　牧瀬連隊長

　

10
月
２
日
に
第
33
回
九
州
身

体
障
害
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

佐
賀
大
会
が
行
わ
れ
、
沖
縄
県

を
含
む
、
九
州
８
県
28
チ
ー
ム

が
参
加
し
、
中
種
子
町
身
体
障

害
者
福
祉
協
会
の
チ
ー
ム
が
第

３
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

代
表
の
中
峯
泉
さ
ん
は
、「
障

害
を
隠
す
の
で
は
な
く
、
堂
々

と
自
信
を
持
っ
て
共
に
生
き
て

い
け
る
、
共
に
手
を
取
り
合
っ

て
ス
ポ
ー
ツ
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
気
軽
に
楽
し
め
る
仲
間
や
街

作
り
を
し
て
い
き
た
い
。」
と
語

り
ま
し
た
。

九州大会３位入賞
九州身体障害者ゲートボール大会

季節を感じる花々
花とのふれあい事業

　

10
月
17
日
に
花
と
の
ふ
れ
あ

い
事
業
と
し
て
、
増
田
小
学
校

５
、
６
年
生
14
人
が
フ
ラ
ワ
ー

ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
を
受
講

し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
礒
端
千
鶴
さ
ん
（
花

と
も
）
を
招
き
、
７
種
類
の
花

紹
介
の
後
、
児
童
は
そ
れ
ぞ
れ

自
身
の
感
覚
の
ま
ま
に
生
け
て

い
き
、
笑
顔
の
絶
え
な
い
教
室

と
な
り
ま
し
た
。

　

久
木
原
元
菜
さ
ん
は
「
生
け

る
の
は
難
し
か
っ
た
け
ど
楽
し

か
っ
た
。
ま
た
教
え
て
ほ
し
い
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

秋の物語　～紡ごう　僕らの色～
第 15 回中種子中学校風立祭

　

第
15
回
中
種
子
中
学
校
風
立

祭
が
10
月
27
日
に
あ
り
、
保
護

者
ら
が
大
勢
訪
れ
ま
し
た
。

　

体
育
館
で
行
わ
れ
た
舞
台
発

表
で
は
、
英
語
暗
唱
や
楽
器
の

演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
、
う
ち

３
年
１
組
の
発
表
し
た
劇
で
は
、

夢
や
将
来
の
事
を
考
え
さ
せ
ら

れ
る
内
容
が
、
見
て
い
る
人
た

ち
の
心
に
深
く
印
象
付
け
ま
し

た
。

　

ま
た
、
本
校
舎
内
で
は
生
徒

が
心
を
込
め
て
作
り
あ
げ
た
作

品
が
多
く
展
示
さ
れ
、
見
学
者

の
目
を
引
い
て
い
ま
し
た
。

　３年２組『ダンス・ダンス・レボリューション』



広報なかたね 2018.12 月号　8

まちの話題　　各課からのお知らせ

　

10
月
14
日
に
全
国
少
年
柔
道

協
議
会
に
よ
る
、
中
種
子
よ
い

ら
ー
い
き
柔
道
教
室
が
開
催
さ

れ
、
島
内
小
学
生
か
ら
高
校
生

ま
で
約
１
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

世
界
選
手
権
金
メ
ダ
リ
ス
ト

ら
５
人
が
来
町
し
、
技
の
か
け

方
や
技
を
か
け
る
前
の
相
手
の

崩
し
方
な
ど
、
世
界
レ
ベ
ル
の

指
導
に
子
供
た
ち
は
食
い
入
る

よ
う
に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
柔
道
体
験
者
も
楽

し
そ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し

た
。

子どもたちの笑顔が見える
全国少年柔道協議会

　

11
月
３
日
か
ら
４
日
の
２
日

間
、
中
種
子
よ
い
ら
ー
い
き
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
鹿
児
島
銀
行
テ

ニ
ス
部
の
テ
ニ
ス
教
室
が
行
わ

れ
、
町
内
外
か
ら
約
１
０
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
心
者
対
象
の
楽
し
む
こ
と

を
目
的
と
し
た
笑
顔
の
絶
え
な

い
ク
ラ
ス
か
ら
、
競
技
力
向
上

を
目
的
と
し
た
高
校
生
か
ら
一

般
ま
で
の
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
、

日
頃
体
験
で
き
な
い
プ
レ
ー
や

指
導
を
熱
心
に
聞
き
、
練
習
に

励
ん
で
い
ま
し
た
。

県トップレベルを体感
よいらーいきスポーツクラブ

ミニバレーで選挙啓発
明るい選挙推進協議会

　

明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
が

主
催
す
る
、
第
11
回
ミ
ニ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
、
11
月
２
日
に

種
子
島
中
央
体
育
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
明
る
い
選
挙

を
推
進
す
る
啓
発
活
動
の
一
環

で
、
職
場
や
友
達
同
士
で
構
成

す
る
計
18
チ
ー
ム
１
４
３
人
が

参
加
。
各
パ
ー
ト
に
分
か
れ
て

対
戦
し
、
好
プ
レ
ー
や
珍
プ
レ
ー

が
飛
び
だ
す
た
び
に
大
き
な
歓

声
が
上
が
る
な
ど
楽
し
い
大
会

と
な
り
ま
し
た
。

優勝　ドリーム
２位　わかば
３位　ファイトチーム

緊急時の体制を確保
種子島空港航空機事故対処訓練

　

航
空
機
事
故
を
想
定
し
た
訓

練
が
10
月
16
日
に
種
子
島
空
港

で
あ
り
、
関
係
18
機
関
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
航
空
機
事
故
な

ど
の
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
際

の
、
迅
速
か
つ
適
切
に
対
処
で

き
る
体
制
を
確
保
す
る
こ
と
を

目
的
に
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
航
空
機
が
緊
急
着
陸

し
た
と
の
想
定
で
行
わ
れ
、
飛

行
機
に
見
立
て
た
ワ
ゴ
ン
車
が

誘
導
路
に
止
ま
る
と
、
手
際
よ

く
消
火
活
動
や
救
護
活
動
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　化学消防車による放水
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年末年始の町公共施設休館について
◎お問い合わせ先　役場企画課広報係㉗ 1111 内線 303

○：通常開館　　△：短縮して開館　　×：休館

月日

施設名

12 月 1 月
備　　考27 日 28 日 29 日 30 日 31 日 1 日 2 日 3 日 4 日 5 日

（木）（金）（土）（日）（月）（火）（水）（木）（金）（土）

役場 ○ ○ × × × × × × ○ ○ 休み中の戸籍の届け出は役
場宿直室で受け付けます。

ごみ

松原山剪定木仮置き場 ○ ○ ○ ○ △ × × × × ○

31 日は午前中のみ開場。中種子清掃センター ○ ○ ○ × △ × × × ○ ○

種子島清掃センター ○ ○ ○ × △ × × × ○ ○

医療
公立種子島病院 ○ ○ × × × × × × ○ ○

種子島産婦人科医院 ○ ○ × × × × × × ○ ○

文化

体育

種子島こりーな ○ ○ × × × × × × ○ ○

中央公民館図書室 ○ △ × × × × × × △ ○ 28 日、4 日は
午前 8 時 30 分 ~ 午後 5 時

歴史民俗資料館 ○ × × × × × × × ○ ○

古市家住宅 ○ ○ × × × × × × ○ ○

太陽の里中央公園 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町立体育館 ○ ○ × × × × △ △ ○ ○

2 日、3 日は
午前 8 時 30 分 ~ 午後 5 時

中央体育館 ○ ○ × × × × △ △ ○ ○

テニスコート ○ ○ × × × × △ △ ○ ○

中央武道館 ○ ○ × × × × △ △ ○ ○

陸上競技場 ○ ○ × × × × △ △ ○ ○

野球場 ○ ○ × × × × △ △ ○ ○

弓道場 ○ ○ × × × × △ △ ○ ○

相撲場 ○ ○ × × × × △ △ ○ ○

ふれあいの里
（ロッジ・黒糖伝承館） ○ × × × × × × × ○ ○

熊野温泉保養センター × ○ ○ × × × ○ × ○ ○

自然レクリエーション村 ○ × × × × × × × ○ ○
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各課からのお知らせ　　各課からのお知らせ

　「世界人権宣言」は、基
本的人権および自由を尊重
し確保するために、世界の
全ての人々と全ての国々と
が達成すべき共通の基準と
して、昭和 23年 12月 10
日の第３回国際連合総会において採択され、本年
で採択 70周年を迎えます。
   国際連合は、世界人権宣言採択を記念して、採
択日の 12 月 10 日を「人権デー」と定め加盟国
に対し、人権擁護活動を推進するため、世界人権
宣言の意義を広く国民に呼びかけ、人権尊重思想
の普及・高揚を図るため、各種行事を実施するよ
う要請しています。
　法務省および全国人権擁護委員連合会では、
12 月４日から 10 日までを「人権週間」と定め
各種啓発行事を実施します。

※法務省の人権擁護機関では、人権週間以外にお
いても、面接による相談のほか、電話相談に応じ
ています。

（電話相談窓口）
鹿児島地方法務局人権擁護課　
099-259-0684
みんなの人権 110 番（全国共通）
0570-003-110
子どもの人権 110 番（全国共通）
0120-007-110
女性の人権ホットライン（全国共通）
0570-070-810
　８時 30 分から 17 時 15 分まで（土・日曜日、
祝日を除きます。）
　子どもの人権 110 番以外の通話料は、相談者
のご負担となります。

第 70 回人権週間
◎お問い合わせ先　役場町民保健課戸籍住民係㉗ 1111 内線 212

　平成 18 年６月に「拉致問題その他北朝鮮当局
による人権侵害問題への対処に関する法律」が施
行され、「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」とする
こととされました。1970 年代から 80 年代にか
けて北朝鮮により多くの日本人が拉致されまし
た。

　拉致問題を始めとする北朝鮮当局による人権侵
害問題は、国際社会を挙げて取り組むべき課題と
されています。解決のためには、この問題につい
て、関心と認識を深めていくことが大切です。

12 月 10 日から 16 日までは「北朝鮮人権侵害問題啓発週間」です
◎お問い合わせ先　鹿児島地方法務局人権擁護課099-259-0684
　　　　　　　　　役場町民保健課戸籍住民係㉗ 1111 内線 212　　　　　　　　　

保険料などの納期限について
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課介護保険係・町民保健課高齢者医療係㉗ 1111 内線 215・289

期別 納期限

介護保険料 ５期   １月  ４日（金）

後期高齢者医療保険料 ５期 12 月 25 日（火）

　12月に納期限をむかえる税は下表のとおりです。
　納期限を過ぎると督促手数料のほか、延滞金も発生する場合がありますので、期限内の納付をお願い
します。すでに納期限を過ぎた分についても、お早めの納付をお願いします。
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　各課からのお知らせ

■ごみの収集について
  年末・年始のごみ収集については、ごみ分別収
集計画表のとおり行います。
　なお、ごみの収集は、１月１日（火）から１月
３日（木）は休業いたします。
※休業中はごみステーションにごみを放置しない
ようにお願いします。
※年末の大掃除などで出る多量のごみについて
は、直接、中種子清掃センターなどに持ち込みく
ださい。
■ごみの持ち込みについて
【中種子清掃センター】　
　中種子清掃センターでは、12 月 31 日（月）
は午前中のみ可燃ごみを受け入れます。なお、年
内の不燃ごみ・粗大ごみなどの受入は 12 月 29
日（土）までに持ち込んでください。
※ 12 月 31 日は混雑が予想されますので早めの
搬入をお願いいたします。
※西之表市の清掃センターも同様です。

【松原山剪定木等仮置き場】
　松原山剪定木等仮置き場については、12 月 17
日（月）から 12月 31日（月）まで毎日開場します。
　ただし、12 月 31 日（月）については、午前
中のみとします。
※持ち込めるものは剪定木、草類のみですのでお
間違えのないようにお願いします。
■し尿の汲み取りについて
　年末は、し尿の汲み取りが集中するため、ご希
望の日に出来ないことがあります。
　12 月 15 日（土）からは計画収集を行うため、
12月 14日（金）までに申込をお願いいたします。
※ 12 月 14 日（金）までに申込みをいただかな
いと、年内に汲み取りが出来ない場合があります。
■し尿汲み取り申込先
　中種子清掃社㉗ 0327

年末年始のごみの収集・ごみの持ち込み・し尿の汲み取りについて
◎お問い合わせ先　役場福祉環境課環境衛生係㉗ 1111 内線 201

平成 30 年分公的年金等の源泉徴収票の送付について
◎お問い合わせ先　役場町民保健課国保年金係㉗ 1111 内線 217

　「平成 30 年分公的年金等の源泉徴収票」を平
成 31 年１月中旬に、日本年金機構から順次発送
いたします。
　老齢・退職を支給事由とする年金を受給してい
る方全員に、平成 30 年２月支払分から 12 月支
払分まで（平成 31年１月に支払いがあった方は、
１月支払い分まで）の金額を記載した源泉徴収票

をお送りします。
　「公的年金等の源泉徴収票」は、所得税および
復興特別所得税の確定申告の際の添付書類などと
して必要となりますので大切に保管してくださ
い。なお、障害年金や遺族年金は、非課税所得で
すので源泉徴収票は送付していません。

国民健康保険、後期高齢者医療からの人間ドック（一般・女性）、
脳ドック、PET ドック検査などの助成
◎お問い合わせ先　役場町民保健課国保年金係・高齢者医療係㉗ 1111 内線 220・289　　　

　毎年、人間ドック、脳ドック、ＰＥＴドックな
どの検査を受けられる方に助成を行っています。
※詳しい内容につきましては、町民保健課（国保
年金係・高齢者医療係）までお問い合わせください。

■助成額
人間ドック（一般）・脳ドック 28,000 円
人間ドック（女性）・ ＰＥＴドック 33,000 円
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）

　

２
位　

双
葉（
牧
瀬
チ
ー
ム
）

■
個
人
戦

▽
１
年
生
の
部

　

優
勝　

遠
藤　

啓
眞（
双
葉
）

　

２
位　

中
﨑　

虹
心（
双
葉
）

▽
２
年
生
の
部

　

２
位　

牧
瀬　

藤
丸（
双
葉
）

　

３
位　

山
元　

颯
介（
双
葉
）

　
　
　
　

長
田　

琉
翔（
双
葉
）

▽
３
年
生
の
部

　

２
位　

中
﨑　

歩
夢（
双
葉
）

▽
４
年
生
の
部

　

２
位　

米
澤　

伊
織（
双
葉
）

　

３
位　

久
木
原
明
菜（
双
葉
）

　
　
　
　

福　

佳
莉
奈（
双
葉
）

▽
５
年
生
の
部

　

優
勝　

德
永　
　

丈（
双
葉
）

　

２
位　

鎌
田　

馨
汰（
双
葉
）

　

３
位　

中
﨑　

玲
央（
双
葉
）

▽
６
年
生
の
部

　

優
勝　

長
田　

颯
太（
双
葉
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

▽
Ａ
パ
ー
ト
混
成

　

２
位　

増
田

　

３
位　

南
界

　
　
　
　

星
原

▽
B
パ
ー
ト

　

２
位　

増
田
Ｂ

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

▽
１
部

　

４
位　

中
種
子

スポーツ大会の結果　

　鹿児島県後期高齢者医療広域連合では、昨年度
に 75歳の誕生日を迎えられた後期高齢者医療の
被保険者（昭和 17年４月１日から昭和 18年３
月31日生）を対象に、口腔検診（お口元気歯ッピー
検診）を実施しています。
　高齢期になると、知らず知らずのうちに飲み込
みの機能が低下し、窒息や肺炎の原因となります。
　この検診事業は、いつまでも健康で美味しく食
べて長生きしていただくために、歯周病や義歯の
検査に加え、飲み込みの機能の診査・指導を行い、
機能の低下を未然に防ぐとても有効な検診事業で
す。
　対象者には５月末に受診券（圧着ハガキ）をお

送りしていますので、鹿児島県内の歯科医療機関
にご自分で予約のうえ、ぜひ受診ください。
　なお、受診券がお手元にない方は、鹿児島県後
期高齢者医療広域連合へご相談ください。新たな
受診券を発行いたします。
■検診期間　平成 31年１月 31日（木）まで
■検診料　　無料
■対象者　　
　昨年度 75歳になられた後期高齢者医療被保険者

お口元気歯ッピー検診について
◎お問い合わせ先　鹿児島県後期高齢者医療広域連合業務課保健事業担当099-206-1329
　　　　　　　　　役場町民保健課高齢者医療係㉗ 1111 内線 289

　岩岡剣道スポーツ少年団
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　くらしの情報　information

裁判委員制度
～まもなく名簿記載通知を送付します！
■裁判員候補者名簿ができるまで
　裁判員候補者名簿は、市区町村の選挙管理
委員会が選挙人名簿からくじで無作為抽出し
た名簿を基に、全国の地方裁判所で作成され
ます。
　平成 31 年（2019 年）の名簿に登録される
人数は、全国で約 23 万 3300 人です。（選挙
人名簿登録者全体に占める割合は、約 455 人
に１人）
■裁判員候補者名簿記載通知について
　平成 31年（2019 年）
の裁判員候補者名簿に登録
された方には、本年 11月
中旬に名簿に登録されたこ
との通知（名簿記載通知）
をお送りします。
　この通知は来年２月頃からの約１年間に裁
判所にお越しいただき、裁判員に選ばれる可
能性があることを事前にお伝えし、あらかじ
め心づもりをしていただくためのものです。
この段階では、まだ具体的な事件の裁判員候
補者に選ばれたわけではありませんので、す
ぐに裁判所にお越しいただく必要はありませ
ん。
　また、名簿と合わせて調査票をお送りしま
す。この調査票は、裁判員候補者の方の事情
を早期に把握し、調査票のご回答の内容によ
り、１年を通じて明らかに事態が認められる
場合などには裁判所にお越しいただくことの
ないようにして、裁判員候補者の方々の負担
を軽減するためにお送りするものですので、
お尋ねする項目に当てはまらない方は、返送
していただく必要はありません。
　辞退の申し出ができる時期や期間などに何
らかの制限を設けているわけではありません。
　この調査票で辞退を申し出なかった場合で
も、実際の事件の裁判員候補者に選ばれた際
にお送りする質問票で辞退を申し出ていただ
くことも、裁判所で行われる選任手続きの際
に辞退を申し出ていただくことも可能です。

2019 小学生から高校生のための春休み海外研
修交流事業のご案内
　公益財団法人・国際青少年研修協会では、
10コースの参加者を募集しています。
　海外生活を通して交流体験し、国際感覚を
養うことを目的に実施します。おひとりで参
加する方や、はじめて海外へ行かれる方が７
割以上です。事前研修会では仲間作りからサ
ポートいたしますので、安心してご参加いた
だけます。
■研修国
　イギリス・オーストラリア・カナダ・サイ
　パン・ニュージーランド・フィリピン・カ
　ンボジア
■内容
　ホームステイ・英語研修・文化交流・地域
　見学・野外活動など
※コースにより体験内容をお選びいただけます。
■日程
　３月 24 日（日）～４月５日（金）の内６
～ 11日間　※コースにより異なります。
■対象
　小学校３年生～高校３年生まで
※コースにより対象学年が異なります。
■参加費
　25.8 ～ 49.8 万円
■締切
　２月１日（金）締め切り日まですべて受付
します。（１月25日までにお申し込みの方は、
早期割引１万円）
■お問い合わせ・資料請求
　公益財団法人　国際青少年研修協会
　〒 141-0031　
　東京都品川区西五反田 7-15-4
　　　　　　　　　　　　第三花田ビル４Ｆ
　 03-6417-9721　FAX 03-6417-9724
　e-mail　info@kskk.or.jp

スポーツ大会の結果　
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生涯学習だより　　生涯学習だより　

■日　時　平成 31年 1月 3日（木）
　　　　　受付　午前 10時
　　　　　式典　午前 10時 30分
■場　所　中央公民館大ホール（2階）
■対象者
　平成 10 年 4 月 2 日から平成 11 年 4 月 1 日生
まれの方

■内　容　式典／記念写真撮影／交歓パーティー
■参加費　5,000 円（当日徴収）
■その他
　参加者の服装については自由としますが、晴れ
着は華美とならない程度とします。
■実行委員長　熊野　斗真（熊野）　

平成 31 年中種子町成人式のお知らせ
◎お問い合わせ先　役場社会教育課公民館係㉗ 1111 内線 254

　今年の成人式

平成 30 年度「ふるさとの風景画作品展」入賞作品

■優秀賞
四元　優里（星原小１年）、森園　太一朗（増田小２年）、川南　和雅（星原小２年）、福田　小治朗（野
間小３年）、松元　有希（増田小３年）、本藏　琉那（野間小４年）、森山　湊斗（野間小４年）、南　海音
（南界小５年）、黒木　星吾（南界小５年）、岩﨑　暉児（南界小６年）、松本　彩菜（中種子中１年）、畠
山　夏姫（中種子中１年）、浦邊　夏歩（中種子中２年）、中村　優斗（中種子中２年）、髙礒　和美（一般）、
岩﨑　カネ子（一般）

■日高蔀賞

①

②
③

④

⑤
⑥

　平成 31年中種子町成人式を行います。詳しいことはお問い合わせください。

■教育長賞
①「納官神社」
牛原　幸英（納官小６年）
②「私たちのこりーな」
秋田　沙耶（中種子中３年）
③「廃屋 2018・春」
折戸　学（一般）

④「のうかんじんじゃ」
肥後　寿明（納官小１年）
⑤「集合場所」
中野　裕貴（中種子中３年）
⑥「太陽の里～春～」
宇都宮　京子（一般）

　今年の成人式 　式典
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　生涯学習だより　

「
た
ぬ
き
の
置
物
①
」

　

毎
月
、
資
料
館
に
は
町
民
や
来

館
者
の
方
か
ら
多
く
の
質
問
や
問

い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
内

容
は
、
す
ぐ
に
回
答
で
き
る
簡
単

な
も
の
か
ら
、
調
査
が
必
要
な
難

解
な
も
の
ま
で
多
岐
に
渡
り
ま
す
。

今
年
の
10
月
に
は
「
旧
種
子
島
空

港
駐
車
場
と
中
種
子
町
自
然
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
村
（
熊
野
）
の
前

に
あ
る
『
た
ぬ
き
の
置
物
』
は
な

ぜ
あ
る
の
で
す
か
？
」
と
い
う
問

い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

　

多
く
の
町
民
の
記
憶
に
残
っ
て

い
る
旧
種
子
島
空
港
駐
車
場
の『
た

ぬ
き
の
置
物
』。
平
成
18
年
３
月
の

新
種
子
島
空
港
の
開
港
に
伴
い
、

目
に
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
今
も
当
時
と
同
じ
場
所
に

と
ぼ
け
た
顔
で
建
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
熊
野
海
水
浴
場
や
ロ
ケ
ッ

ト
基
地
に
行
く
時
に
目
に
す
る
自

然
レ
ク
村
入
口
前
の
『
た
ぬ
き
の

置
物
』。
こ
ち
ら
は
長
年
の
風
雨
と

塩
害
に
よ
り
大
部
分
が
劣
化
し
た

痛
々
し
い
姿
で
建
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
２
匹
の
『
た
ぬ
き
の
置
物
』

に
つ
い
て
、
郷
土
誌
や
過
去
の
広

報
誌
、
旧
種
子
島
空
港
の
資
料
な

ど
を
調
べ
て
み
ま
し
た
が
、『
た
ぬ

き
の
置
物
』
に
つ
い
て
の
記
載
は

あ
り
ま
せ
ん
。
な
ぜ
こ
の
場
所
に

建
っ
て
い
る
の
か
考
え
た
こ
と
も

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
の
機

会
に
建
立
の
経
緯
な
ど
に
つ
い
て

知
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
ご

存
じ
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
ら
、
情
報
提
供
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

果
た
し
て
こ
の
２
匹
の
『
た
ぬ

き
の
置
物
』
は
親
子
な
の
か
兄
弟

な
の
か
、そ
れ
と
も
赤
の
他
人（
狸
）

な
の
か
。
詳
細
が
分
か
り
ま
し
た

ら
「
資
料
館
だ
よ
り
」
に
掲
載
し

ま
す
。

暁
に
音
轟
か
す
ロ
ケ
ッ
ト
は
「
こ
う
の
鳥
」
と
て
軌

道
を
廻
る　
　
　
　
　
　
　

横　

町　

鈴　

不
器
良

名
月
は
雲
に
穏
く
れ
て
茫
漠
た
り
裸
電
球
が
宴
を
照

ら
す　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　

尾　

都　

樹
実
生

俄
に
も
咲
き
揃
い
た
る
彼
岸
花
棚
田
の
土
手
に
秋
の

賑
わ
い　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

德
永　

武
彦

海
路
よ
り
も
威
力
の
誇
示
を
目
論
む
か
台
風
陸
路
を

探
り
迷
走　
　
　
　
　
　
　

函　

館　

山
田　

正
明

蓮
芋
に
塩
ふ
り
て
揉
み
鰹
か
け
味
わ
い
食
ぶ
る
亡
き

母
の
味　
　
　
　
　
　
　
　

伏
之
前　

中
嶋
喜
代
子

黐も
ち

の
木
は
塩
害
受
け
て
散
り
始
め
三
日
目
に
し
て
裸

木
と
な
り
ぬ　
　
　
　
　
　

満
足
山　

横
山
美
津
絵

獣
医
た
り
し
亡
父
は
酒
好
き
夜
な
よ
な
を
酔
ひ
た
る

顔
の
も
は
や
ま
ぼ
ろ
し　
　

浜
津
脇　

橋
口　

俊
子

闇
の
夜
を
真
昼
に
変
え
て
打
ち
上
が
る
「
行
っ
て
来

る
ぞ
」
と
地
響
き
た
て
て　

上　

方　

古
市
シ
ゲ
子

秋あ
き

長た

け
て
東
京
晴
る
る
や
女あ

孫
の
婚
病
み
た
る
吾
も

島
よ
り
祝ほ

ぐ
な
り　
　
　
　

牧　

川　

松
下　

シ
ズ

白
南
風
の
空
の
浮
き
雲
翼
も
ち
ジ
ャ
ン
ボ
機
わ
れ
を

佇
み
て
待
つ　
　
　
　
　
　

上　

方　

鎌
田
と
く
子

内
視
鏡
で
大
腸
検
査
恐
る
恐
る
映
像
見
る
中
ポ
リ
ー

プ
切
除　
　
　
　
　
　
　
　

上　

方　

古
市　

克
人

姪
っ
子
に
ブ
ラ
ン
コ
架
け
た
る
椎
の
木
は
山
田
を
見

つ
め
今
も
居
る
や
ら　
　
　

西
之
山　

仲
座　

健
次

『
つ
ま
べ
に
　
詠
草
』

資
料
館
だ
よ
り
（
４
7
５
号
）

『
黄
水
仙
』

甘
藷
三
っ
つ
べ
ん
と
う
淋

し
竹
の
篭　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

古
房　

秀
人

こ
こ
か
し
こ
チ
ェ
ン
ソ
ー

響
く
台
風
過

　
　
　
　
　

 

油
久　

緑
村

こ
お
ろ
ぎ
と
し
ば
し
戯
れ

侘
び
住
ま
い

　
　

 

横
町　

山
小
田
雅
子

海
鳴
り
や
夏
の
終
わ
り
の

捨
て
小
舟

　
　
　
　

 

満
足
山　

一
穂

繰
り
返
す
昔
ば
な
し
や
敬

老
日

　
　
　
　
　

 

上
方　

篤
子

秋
深
の
だ
れ
も
乗
ら
な
い

バ
ス
が
行
く

　

 

伏
之
前　

岩
崎
カ
ネ
子

手
を
上
げ
て
蟷
螂
渡
る
島

の
路

　
　
　
　
　

 

上
方　

昇
竜

風
に
の
り
金
木
犀
の
旅
飛

行
　
　

 

古
房　

八
木
多
美
子

イ
モ
畑
人
の
波
打
つ
収
穫

日
　
　

 

伏
之
前　

山
元
悦
子

焼
き
芋
の
ぬ
く
も
り
嬉
し

道
の
店

　
　
　
　
　

 

田
島　

一
郎

旧種子島空港駐車場 自然レク村前
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インフルエンザ対策について公立種子島病院医師　小嶋　秀治　公立種子島病院(㉖ 1230

　

先
月
に
続
い
て
、
今
月
は

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
検
査
と

治
療
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

①
検
査
は
基
本
的
に
不
要

で
、
参
考
程
度
に
し
か
な
ら

な
い

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か

っ
た
10
人
を
検
査
す
る
と
、

６
人
は
「
陽
性
」、４
人
は
「
陰

性
（
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は

な
い
）」
と
判
定
さ
れ
ま
す
。

そ
の
く
ら
い
の
精
度
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
特
に
、
症
状
が

出
て
半
日
か
ら
１
日
経
過
し

な
い
と
「
陰
性
」
と
な
る
傾

向
が
あ
る
の
で
、
検
査
を
す

る
の
で
あ
れ
ば
半
日
か
ら
１

日
待
ち
ま
し
ょ
う
。

　

本
来
の
検
査
の
目
的
は
、

地
域
や
施
設
で
流
行
し
始
め

た
疾
患
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

か
ど
う
か
の
判
断
材
料
に
す

る
こ
と
で
す
。
従
っ
て
、
多

く
の
場
合
に
検
査
は
不
要
で

す
。
検
査
の
精
度
が
低
い
の

で
、
流
行
中
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
症
状
が
あ
れ
ば
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
診
断
す
る

の
が
妥
当
で
す
。

②
休
養
と
栄
養
が
最
も
大
切

な
治
療
で
、
リ
ス
ク
の
低
い

人
に
薬
は
不
要

　

治
療
で
最
も
重
要
な
の
は

休
養
と
栄
養
で
す
。
熱
や
痛

み
が
つ
ら
い
場
合
に
解
熱
鎮

痛
薬
で
和
ら
げ
る
な
ど
の
対

症
療
法
を
行
い
ま
す
。
抗
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
薬
を
使
用
す

る
こ
と
が
あ
る
の
は
、
肺
炎

の
合
併
、
入
院
が
必
要
、
重

症
化
リ
ス
ク
が
高
い
場
合
で

す
（
11
月
の
記
事
で
ワ
ク
チ

ン
接
種
が
特
に
勧
め
ら
れ
る

人
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
50
歳
で

は
な
く
65
歳
以
上
に
な
り
ま

す
）。

　

つ
ま
り
、
こ
れ
以
外
で
は

不
要
で
す
。
発
症
48
時
間
以

内
に
薬
を
始
め
る
と
、
症
状

が
続
く
時
間
を
半
日
か
ら
１

日
短
く
す
る
程
度
の
効
果
は

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
副
作

用
と
し
て
嘔
吐
・
下
痢
な
ど

が
あ
り
、重
度
の
合
併
症
（
脳

炎
な
ど
）
に
な
る
リ
ス
ク
は

薬
を
使
わ
な
く
て
も
同
じ
で

す
。

　

ま
た
、
必
要
が
な
い
の
に

「
念
の
た
め
」
抗
生
物
質
（
抗

菌
薬
）
を
一
緒
に
使
う
こ
と

は
、
副
作
用
が
増
え
る
だ
け

な
の
で
止
め
ま
し
ょ
う
。

③
受
診
は
慎
重
に
、
休
養
に

は
寛
容
に

　

１
人
の
患
者
は
、
１
週
間

前
後
は
感
染
力
を
持
っ
て
い

ま
す
。
症
状
が
な
い
の
に
心

配
だ
か
ら
と
医
療
機
関
を
受

診
す
る
と
感
染
し
た
り
、
検

査
が
「
陰
性
」
と
い
う
だ
け

で
（
実
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
）

休
ま
な
い
と
感
染
が
広
が
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

個
人
や
学
校
・
職
場
の
健

康
を
守
る
た
め
に
、
地
域
社

会
全
体
で
適
切
に
行
動
し
ま

せ
ん
か
。

　
　

食生活改善推進員コーナー 　
　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
と
も
呼
ば
れ

「
食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
し

て
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

で
健
全
な
食
生
活
を
実
践
す

る
こ
と
の
で
き
る
地
域
の
健

康
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て

活
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
農
林
漁
業
祭
で
は
、

ひ
じ
き
ご
は
ん
、
か
ら
い
も

団
子
、
０
．
５
％
減
塩
み
そ

汁
と
地
場
産
の
食
材
を
使
用

し
た
料
理
を
３
５
０
食
配
布

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
農
林
漁
業
祭
で

配
布
し
た
ひ
じ
き
ご
は
ん
の

レ
シ
ピ
を
紹
介
し
ま
す
。

①
ひ
じ
き
は
水
に
も
ど
し
、

油
揚
げ
は
油
抜
き
し
て
線
切

り
、
ご
ぼ
う
は
さ
さ
が
き
に

し
て
お
く
。

②
人
参
、
ち
く
わ
、
干
し
椎

茸
も
線
切
り
、
鶏
も
も
肉
は

細
か
く
切
る
。

③
米
は
1
割
増
し
の
水
と
、

出
し
昆
布(

１
カ
ケ)

、
酒

(

50
㏄)

入
れ
て
固
め
に
炊
く
。

④
鍋
に
油
を
熱
し
、
鶏
肉
・

ひ
じ
き
・
人
参
・
ご
ぼ
う
・

油
揚
げ
・
ち
く
わ
・
干
し
椎

茸
を
炒
め
Ａ
と
も
ど
し
汁
で

味
を
つ
け
、
汁
気
が
な
く
な

る
ま
で
煮
含
め
る
。

⑤
③
に
④
を
混
ぜ
合
わ
せ
、

盛
り
つ
け
て
、
上
に
い
ん
げ

ん
の
線
切
り
を
ち
ら
す
。

ひじきごはん (10 人分）
ひじき 15g 鶏もも肉 120g
油揚げ 1/2 枚 米 ２合
ちくわ 40g 砂糖 18g
人参 25g 濃口醤油 40cc
いんげん 10g 酒 30cc
ごぼう 25g 干し椎茸 4g

｛Ａ
１人分（ｴﾈﾙｷﾞｰ 170kcal、たんぱく質 5.7g、脂質 3.4g、食塩 0.7g）

　農林漁業祭で料理を提供
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Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト
40
号
機

　
　
　
　
　
　
　

 

打
ち
上
げ
成
功

　

10
月
29
日
午
後
1
時
8
分(

日

本
標
準
時)

に
Ｈ-

Ⅱ
Ａ
ロ
ケ
ッ
ト

40
号
機
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
観

測
技
術
衛
星
2
号
「
い
ぶ
き
2
号
」

お
よ
び
「
観
測
衛
星
ハ
リ
ー
フ
ァ

サ
ッ
ト 

」
を
打
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

ロ
ケ
ッ
ト
は
計
画
ど
お
り
飛
行

し
、
打
ち
上
げ
か
ら
約
16
分
9
秒

後
に
「
い
ぶ
き
2
号
」
を
、
約
24

分
15
秒
後
に
観
測
衛
星
を
正
常
に

分
離
し
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

水
星
磁
気
圏
探
査
機

　
　
　
　

 「
み
お
」
打
ち
上
げ
成
功

　

国
際
水
星
探
査
計
画
ミ
ッ
シ
ョ

ン
の
水
星
表
面
探
査
機
お
よ
び
水

星
磁
気
圏
探
査
機
「
み
お
」
を
搭

載
し
た
ア
リ
ア
ン
5
型
ロ
ケ
ッ
ト

は
、
10
月
20
日
午
後
10
時
45
分
28

秒(

現
地
時
間)(

10
月
20
日
午
前

10
時
45
分
28
秒(

日
本
標
準
時))

に
、
フ
ラ
ン
ス
領
ギ
ア
ナ
の
ギ
ア

ナ
宇
宙
セ
ン
タ
ー
か
ら
打
ち
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
ロ
ケ
ッ
ト
は
正
常

に
飛
行
し
、
打
ち
上
げ
か
ら
約
26

分
47
秒
後
に
両
探
査
機
を
正
常
に

分
離
し
た
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

絵
本
の
紹
介
：

『
ぼ
く
が
Ｈ
Ｔ
Ｖ
で
す
～
宇
宙
船

「
こ
う
の
と
り
」
の
お
話
～
』

　

宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
補
給
機「
こ

う
の
と
り
」
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
描
い
た
、
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
絵
本

『
ぼ
く
が
Ｈ
Ｔ
Ｖ
で
す
～
宇
宙
船

「
こ
う
の
と
り
」
の
お
話
～
』。「
こ

う
の
と
り
」
1
号
機
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
を
も
と
に
、「
こ
う
の
と
り
」
が

地
上
か
ら
宇
宙
で
国
際
宇
宙
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
に
無
事
荷
物
を
届
け

て
地
球
に
帰
還
す
る
ま
で
を
、
イ

ラ
ス
ト
と
、
や
さ
し
い
言
葉
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

宇
宙
科
学
技
術
館

　
　
　

     　

  

年
末
年
始
の
ご
案
内

　

今
年
も
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
来

館
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

年
末
年
始
は
、
平
成
30
年
12
月

29
日
か
ら
平
成
31
年
1
月
1
日
ま

で
休
館
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
施

設
案
内
ツ
ア
ー
も
運
休
に
な
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

宇宙センターだより 宇宙科学技術館　(㉖ 9244
（http://www.jaxa.jp/）

地域包括支援センターだより ◎お問い合わせ先
(㉗ 1223

　11 月６日 ( 火 ) 中央
公民館大ホールにおい
て、鹿児島大学病院看
護部より２人の感染症
認定看護師を講師にお
招きし研修会を開催し、
約 30人の参加があり
ました。
　「高齢者の感染予防」という題で、この時期に
かかりやすい感染症であるインフルエンザ、ノ
ロウィルス感染症 ( 感染性胃腸炎 )、尿路感染症、
肺炎について症状や感染経路、対策について、分
かりやすくお話いただきました。
　予防のポイントについては以下のとおりです。
■感染予防に大事なこと
①免疫力を高める
　バランスの良い食事・十分な睡眠・体を冷やさ
ないこと
②手洗いを習慣づける
　家に帰ってきたとき、トイレのあと、食事の前
は特にハンドソープなどを使い、念入りに行う。

　洗い残しをしやすい部分は指先、指の間なので
注意をする。
■冬に安全に入浴するためのコツ
　入浴時に暖かい部屋から移動して寒い脱衣所で
服を脱ぎ、お風呂に入って湯船につかることによ
って血圧が急激に変動することにより、のぼせや
失神などショック症状が起こることがあります。
予防対策を知って、安全で快適な入浴をするため
に以下の点に留意しましょう。
●安全に入浴するためのポイント
①脱衣所や浴室は暖かく、湯温は 41 度以下に必
要に応じて脱衣所に暖房器具を置いたり、浴槽の
ふたを外して湯気を充満させるなどし、浴室を温
めておきます。湯船につかる時間は 10 分以内に
し、湯船から上がるときはゆっくりと立ち上がる
ようにします。
②入浴時は、家族にひと声かける
③飲酒後の入浴は控える
④入浴前に血圧を測定
⑤発汗によって水分が失われるため、入浴後は水
分補給を行う
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婚姻・出生・死亡届
●寄附のお礼
　亡くなられた方々のご家族から、社会福祉協議
会へ金一封が寄せられました。これらの善意に感
謝するとともに、謹んで故人のご冥福をお祈り申
し上げます。（敬称略）
東　タミ子 （伏之前） 加島　春男（横　町）
柳野　公一 （岩倉市） 浦島　裕子（女　洲）
鎌田　保幸　  （竹屋野）

社協だより

暮らしのうごき
人口の動き

総人口 8,045 人 (   -2) 出生 4 人
男　性 3,820 人 (   -1) 死亡 10 人
女　性 4,225 人 (   -1) 転入 20 人
世帯数 4,289 戸 (   -4) 転出 16 人

※（　）は前月との比較（10 月末現在）

火事・救急
火事・救急 ( 町内）　10 月中

火　事 1 件 うち建物 0 件
救　急 41 件 うち急病 22 件

交通事故
交 通 事 故 町内 島内
発生件数 7 件 ( 0) 30 件 ( -5)
死 者 数 0 件 ( 0) 1 件  ( 1)
負傷者数 8 件 ( 0) 32 件 ( -8)

※平成 30 年 10 月、(　) は前年同時期比較

戸 籍 の 窓
平成 30年 10月受付分

（承諾書をいただいた方のみ掲載）

いつまでもお幸せに
日付 名前 集落

10/1
平山　淳也 満足山

野田　郁恵 大分県

10/1
鮫島　大地 坂　元

本東　侑希 南種子町

10/7
籾井　健太朗 旭　町

平川　里美 霧島市

10/23
中村　海里 平　鍋

淵之上　梨佳 垂水市

こんにちは赤ちゃん
男の子 名前 両親 集落

10/8 小田　真
ま

成
な

音
と

泰正・京　 伏之前

10/25 上妻　千
ち

陽
ひろ

幸夫・香菜 西之町

おくやみ申しあげます
名前 集落 年齢

9/29 日髙　ユキヱ 坂　元 98歳

10/4 浦島　忠 女　洲 79歳

10/6 東　通夫 伏之前 83歳

10/9 鎌田　ツヨ子 竹屋野 86歳

10/9 柳野　宏 大　平 84歳

10/15 下敷領　照子 上　方 90歳

10/25 笹川　二成 平　鍋 77歳

10/26 加島　志津 横　町 96歳

10/27 松下　タヱ子 牧　川 95歳　種子島中央高校の生徒による街頭募金

赤い羽根街頭募金のお礼
（中種子町共同募金会㉗ 1845）
　10 月７日の町民体育祭開催時種子島中央高等学
校の生徒さんの協力のもと、街頭募金を実施いた
しましたところ、多くの皆様にご賛同、ご協力い
ただきましたこと心から感謝申し上げます。
　皆様からの募金合計金額は、80,987 円でした。
以上、ご報告させていただくとともに、心からお
礼と感謝を申し上げます。
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「なかたねお知らせ版」　12月 1日～ 31日
保健センター　すこやかカレンダー

日 行　事

6（木）ぽかぽか教室 13:00~

7（金）母子手帳交付 13:00~

15（土） おやこ食育教室
【対象：油久小学校】9:00~

16（日）おやこ食育教室
【対象：中央保育所】16:00~

20（木）乳幼児健診

21（金）母子手帳交付 13:00 ～

26（水）マタニティ教室【種子島産婦人科医院】
お産・母乳 13:00~

乳幼児健診　12 月 20 日（木）
保健センターで実施

対象者 受付時間 生年月日

3 ～ 5 か 月 児 09:00~09:15 H30. 7.18　～　H30. 9.19 

もうすぐ 1 歳児 9:30~ 9:45 H29.12.21　～　H30. 2.  5

1 歳 6 か 月 児 12:45~13:00 H29. 3.20　～　H29. 6.19

2 歳 児 12:45~13:00 H28.11.15　～　H28.12.19

予防接種　
接種場所は各医療機関となります。

接種種類 接種期間 接種可能対象者

水 痘 11 月 26 日～ 12 月 1 日 生後 12 か月～ 36 か月

二種混合 12 月 3 日～ 12 月 8 日 H18.4.2 ～ H19.4.1

ＭＲ混合
１ 期 12 月 10 日～ 12 月 15 日

生後 12 か月～ 24 か月

ＭＲ混合
２ 期 H24.4.2 ～ H25.4.1

四種混合 12 月 17 日～ 12 月 22 日 生後３か月～ 90 か月

B C G 12 月 25 日～ 12 月 29 日 生後５か月～ 12 か月

成 人 用
肺炎球菌 4 月 1 日～ 3 月 31 日 対象者には通知

※今回ご案内していない接種可能対象者で、接種を希
望される方は、保健センターへお問い合わせください。

行事・イベントなど
日 行　事

2（日）
第 48 回地区市町対抗駅伝競走大会

【中種子町】

5（水）町議会初日（～ 14 日（金））

8（土）
～ 9（日）

第 11 回  Love Wave

16（日）よいらーいきクリーン作戦　8:00 ～

21（金）小・中学校終業式

22（土）中央公民館図書室おはなし会　10:30 ～

24（月）
種子島こりーなシネマクラブ上映会

『グレイテスト・ショーマン』

包括支援センター　介護予防事業
いきいき健康体操教室
毎週水曜日　9:30 ～　中央体育館

公立種子島病院（㉖ 1230）
各科 診察日

眼 科 3（月）、4（火）、17（月）、18（火）

耳鼻咽
喉 科

13（木）、27（木）

整 形
外 科 毎週火曜日

小 児
外 来 毎週火曜日午後、毎週木曜日午後

消化器
外 科 14（金）、28（金）

休日在宅医当番表
日 病院・医院名

2（日） 高岡医院 ㉗3100

9（日） 種子島医療センター ㉒0960

16（日） 田上診療所 ㉗0325

23（日） 種子島医療センター ㉒0960

24（月） 百合砂診療所 ㉘3901

30（日） 種子島医療センター ㉒0960

31（月） 中種子クリニック ㉗3222

子育て支援センターおひさま（保育所内）
未就園児対象　全て 10:00 ～ 11:30

日 行　事 場　所

7（金）
幼児学級（1 ～ 2 歳児）
クリスマス制作

伏之前団地集会所

14（金）
幼児学級（1 ～ 4 歳児）
クリスマス制作

伏之前団地集会所

18（火）
赤ちゃん教室（１歳未満）
クリスマス制作

保健センター

25（火）
赤ちゃん教室・幼児学級合同
保育所クリスマス会参加

中央保育所ホール

中央保育所園庭開放日
第 2 月曜日　10:00 ～ 11:30

　※変更になる場合があります。
　　あらかじめご了承ください。
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屋久島→種子島
7:00 7:50

10:00 10:50
15:40 16:30

種子島→屋久島
9:40 10:30

12:10 13:05
16:40 17:30

■　冬　ダ　イ　ヤ　■
平成30年 12月 1日～平成 31年 3月 8日

鹿児島→種子島
7:30 9:05

７:45 指宿宮之浦 10:50
10:20 11:55
11:40 13:15

12月 29日～ 3日のみ運行
（但し 1月 1日運休）
13:00 14:35
15:00 16:35
16:00 17:35
木・金・日のみ運航

指宿→種子島
8:30 宮之浦 10:50

種子島→指宿
16:45 17:50

種子島→鹿児島
7:00 8:35
月・金・土のみ運航

（但し 1月 1日～ 3日運休）
8:00 9:35
9:30 11:05

1月 1日～ 3日のみ運行
9:40宮之浦12:35
11:05 12:45
13:40 15:15

12月 29日～ 3日のみ運行
（但し 1月 1日運休）
15:00 16:35
16:45 指宿 18:40

種 子 屋 久 高 速 船 株 式 会 社

※安房発着

※

※

※

西之表営業所　0997-22-1224 ／ 6 時～ 17 時 30 分
注 ) 火・水・木・日は７時から営業
中種子窓口　　0997-27-3663 ／ 9 時～ 17 時※
　　　　　　　　　　　　　　　　　　※日・祝日は休み

島の四季彩
カニクサ（カニクサ科）

【漢字表記】蟹草
【別名】ツルシノブ（蔓忍）
【分布】本州（福島県以南）～琉球、

中国・朝鮮～熱帯アジア・オセアニア
【生育地】人里近くの林縁部・原野など　
　和名は、子供がこの蔓でカニを釣って遊んだこと
によると言われています。比較的身近な場所に多く
見られ、庭の植え込みなどに生え、駆除に困惑する
こともしばしばです。夏緑性ですが無霜地帯では冬

も枯れずに、常緑のことも多い、つる性のシダ植物
です。驚かれるでしょうが、地上部のひとつの蔓が
１枚の葉で、長く伸び２ｍ以上になることもありま
す。そして、ひとつの蔓に胞子嚢がついている部分(写
真左の切れ込みがたくさんあるところ ) と胞子嚢がつ
いていない部分があります。葉や胞子は、民間薬と
して利尿剤に用いられていました。漢方 ( 全草の生薬
名：海金沙草・金沙藤 ) での処方もあります。北米で
は帰化し、異常に繁殖し、困惑している地域もある
ようです。

【写真・資料提供】香月茂樹さん（元薬草試験場長）

亥年生まれの方集まれ！
　2019 年広報なかたね１月号に亥年生まれの方の写真を掲載しま
す。掲載ご希望の方はご連絡ください。年々広報誌への写真掲載を
希望する方が少なく困っています。ご協力をよろしくお願いします。
■対象　町内に住所を有する亥年生まれの方
◎お問い合わせ先　役場企画課広報係㉗ 1111 内線 303

ケロポンズ　ファミリ－コンサ－ト in こりーな
■日時　平成 31年１月 12日（土）
　　　　開場：午後１時 30分　開演：午後２時
■料金（全席指定）一般￥1,500 円　高校生以下￥1,000 円
( ただし、3歳以下のひざ上鑑賞は無料。席が必要な場合は有料）
※当日までキャンセルによる払い戻し可
■プレイガイドガイド
西之表市　
　サンシ－ド・ＴＳＵＴＡＹＡ・
　西之表市総合開発センタ－
中種子町　
　大島屋・種子島総合事務機・寺田書店・永浜ストア－・
　ひだまり工房・和田書店・種子島こりーな
南種子町　
　シマヤ商事
◎お問い合わせ先　種子島こりーな㉗ 3711


